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＜連絡事項＞
・12/31～1/3までのモーニングミーティングは、お正月期間の為、有りません。
・佐藤ＡＯＭより
　個人メールがＡＯＭより届いているスタッフは1/5までに佐藤ＡＯＭまでお願いします。
＜入室状況＞
・千葉　恒義様～東Aユニット10号室→東Cユニット4号室
・山本　真智子様～東Aユニット14号室→東Bユニット2号室
・神田　直樹様～東Aユニット13号室→東Bユニット3号室

・丸尾　貴史様～10：30　療養環境変更目的にて東Bユニット3号室→西Bユニット24号

室へ転出。

・笹垣　まさ様～15時　療養環境変更目的にて東Bユニット1号室→南Aユニット111号

室へ転出。

＜患者様連絡事項＞
・板橋　愼悦様～不眠・低血圧・不食・末梢冷感・乏尿・活気の無さ続いている事を田名
部Drへ報告。入院時検査にBx-P追加、本日朝～絶食・内服中止、点滴3
本2日分処方。vdsヘモポリザンのみ継続。排尿確認できない為、尿量管理

目的も含めBa留置、フロセミド１Aiv（17時）1回分指示。酸素・吸引1/2

まで指示受け。酸素マスクやBa自抜のおそれある為ミトン着用可指示。
　キーパーソン（妻）面会時、急変時はDNR、苦痛がないようにだけして積
極的治療は望まないと希望あり（ナースサイドから確認）。
・千葉　恒義様～粘土様の黒色便少量ずつ続き弄便がある事を報告。田名部Drより本日朝
～ミヤBM7日分処方。
・高屋敷　良子様～左鼻腔へM-T挿入、本日昼～経管栄養開始（MA8プラス200ml　1-1-1
本、白湯（200-200-200ml）。点滴は本日16時で中止。
・四戸　水晶様～西病棟転出可能。
・木村　美智子様～便秘6日目、GE60ml1本指示あり。施行後反応便多量にあり。
・千葉　恒義様～オイラックスＨクリーム14本処方。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～四肢・体幹身体拘束中。食事時は両上肢・体幹拘束一部解除するが不穏行動なし、再拘束の抵抗なし。妄想様の言動なく落ち着いている。排尿はパットへ自排尿確認できている。夜間良眠。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。昔の青南病院について熱く語ってきたり、話題によっては声のトーンがあがる様子がある。スタッフコールは殆どなく落ち着いている。夜間良眠。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放中は奇声を挙げて徘徊、水分はお茶を提供すると一気飲みした後再度蛇口から水を入れて飲もうとする為介入や見守りを要している。隔離中は開放前にドア蹴りがあるが、説明すると止めることが出来ている。夜間良眠。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。10時～16時開放観察実施。開放中は自室で過ごす事が多い、周囲の声に反応して壁蹴りあるが一時的。幻聴に関する訴えはないが「スタッフに殺される」と被害的妄想様の訴えがある。夜間良眠。食事は1/3～1/4摂取。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・千葉　恒義様～Cユニット移動後も落ち着いている。食事は各食全量摂取。血糖200～300
㎎/dl、弄便行為ない。
・大山　敏子様～昨日最高37.6℃、本日発熱なし。食事は各食全量摂取。疼痛部位は頭や
腰など様々な場所を訴える。
・飯田　修子様～被刺激性が高く、他患の声に怒鳴ったり反応する。来詰頻回、私物や自
分の要求訴えて落ち着きがない。スタッフ対応は穏やか。

・山本　真智子様～Bユニット移動後は無表情は続いているが、独語・空笑なく落ち着いて

いる。
・神田　直樹様～Bユニット移動後は目立った過干渉はなく落ち着いている。
・板橋　愼悦様～夜間不眠で経過、介入に対して「あー」と手で振り払い疎通不良、指示
動作全くなし。血圧100/70～80代、体温35.0℃代、脈拍70代。酸素飽和
度88～90％と低値の為、16時～酸素5Lマスク開始し94～95％へ改善、酸
素マスクを外そうとする為、両手にメガミトンを装着している。両足末端
のチアノーゼあり、温罨法や掛物を増やしやや軽減あり、四肢冷感は続い
ている。最終排尿7時、以降排尿なし、昨日トータル180mlと乏尿、浮腫

なし。補液開始後、フロセミドの反応観察し尿量みていく。
・高屋敷　良子様～消化器症状なく経管栄養を終了している。M-T自抜動作はなく留置良好。
痰鳴多く適宜吸引を要している。

・下村　慶子様～顔面痛を訴える。血圧は収縮期血圧150代で経過。右耳下腺周囲腫脹や右眼が痛くて開けれないと話し閉眼している事が多い。
＜安ヶ平Dr診察＞
・野田　敏治様～定期薬変更なし。
・神田　直樹様～定期薬変更なし。OT・リハプロ・SSTは年明けに導入していくとの事。
・河原木　泰志様～定期薬変更なし。
・藤井　崇史様～定期薬変更なし。
・和田　昌様～定期薬変更なし。
